
【土砂災害の例】
避難指示 発令
京都市です。
土砂災害発生危険が極
めて高いため〇〇時○○
分、○○学区の土砂災害
警戒区域に「警戒レベル
４ 避難指示」を発令。
直ちに指定緊急避難場所

（○○小学校）や近くの
頑丈な建物又は外が危険
な場合、建物内の安全な
場所に避難してください。

問合せ 区総務・防災担当（☎592-3066）

この機会に、今一度、ご自宅の
災害リスクと正しい避難行動を
確認してみましょう。
京都市長

警戒レベル３：高齢者等避難
避難に時間を要する高齢の方などが避難を開始

警戒レベル４：避難指示
　避難の対象となる全員が避難を開始

地域の危険度が高い場合、危険な場所から立ち退き避難！

※※指定緊急避難場所：災害時にまずは小学校に緊急的に開設するもので、「避難情報」が解除されれば閉鎖されます。水や食料などは支給されませんので、
　避難される際、各自で日頃から準備した非常持出品をご持参ください。昨年8月豪雨時には、山科区内10学区の小学校に開設しました。

自宅周辺が着色されている！

立ち退き避難！
指定緊急避難場所※※や知人宅等、
安全な地域へ避難してください。

 お住まいの地域の危険度をハザードマップで確認！

立ち退き避難は不要
原則、指定緊急避難場所等への避難は
必要ありません。自宅等の安全な場所
で、今後の気象状況に注意してください。

自宅周辺は着色されていない

避難
対象外

赤色（土砂災害特別警戒区域） 紫の囲み（建物倒壊想定区域）
黄色（土砂災害警戒区域） 黄色～赤（洪水浸水想定区域）＊

青（雨水出水浸水想定区域）がけ崩れ等により、
家屋倒壊等のおそれがある 指定緊急避難場所等へ避難

＊ただし、想定される浸水が3m未満で
2階以上に垂直避難が可能な場合、屋
内で安全確保

指定緊急避難場所等へ避難

立ち退き避難が必要な地域は
山地やがけに近接した地域です

立ち退き避難が必要な地域は
山科川流域に集中しています

～自宅の災害リスクを再確認～
大雨の季節到来！

＜ハザードマップの入手方法＞
●山科区役所2階20番窓口で配布
●�京都市防災ポータルサイトでも
閲覧可能

事前の備えが大切です

大雨が降り続き…、危険度に応じてお住まいの学区に避難情報が発令！

水害ハザードマップ土砂災害ハザードマップ

事前に確事前に確認認！！

避難
対象

山科区
公式
アプリ

市民しんぶん山科区版

※�ダウンロードは無料。
　通信料は利用者負担。

App Store Google Play

今月号の

題字
古川 喜大さん（安朱学区）

もてなすもてなすくんくん

6月15日号
6
2022

視覚に障害のある方を対象に点字版・文字拡大版・テープ版・CD（デイジー）版も発行。 【問合せ】  広報担当 （☎ 222-3094 FAX 213-0286）

No.318　令和４年（2022）6月15日　 京都市山科区役所地域力推進室　　〒607-8511　山科区椥辻池尻町14-2　☎（075）592-3066・FAX(075)502-8881� 京都市印刷物第041079号




